当教室における転移性骨腫瘍の治療例の検討 by 伊藤 公一 et al.
一　650　一 東京医科大学雑誌 第52巻第5号
40
当教室における転移性骨腫瘍の
治療例の検討
41
　　　癌
いた　進
る　C　T
感作リンパ節を用
行子宮頸癌に対す
L療法
（整形外科）伊藤公一　小川和人
松岡宏昭　松田了聡　永井秀三
今給黎篶弓ム　　三淵｝さ誇甜ε
（
武
足
高
産婦人科教室）市信鈴木康伸立　　匡　　星野　　泰三
山　　雅臣
（同的）転移性骨腫瘍は従来より予後不良とされ
積極的手衛治療の対象となる症例は少なかったが、
原発巣治療成績の向一しに伴い、QOL改善または根
　口的に手術加療を選択する機会が増加してきた。馨
　回我々は、当教室で治療した転移性骨腫瘍例の
検討を行った。
（方法）過去8年開の加療した症例は男49例、女
25例の計74例で、年齢は24’》86歳、平均57歳であ
る。転移巣別に脊椎への限局転移をA群、同様に
四肢骨をB群、骨盤、肋骨等の躯幹骨をC群、A
・》bの2種類以」＝が合併した多発群をD群とし、
各般を手術群、非手術群に分類、それぞれの癒痛
およびADL改薔度、予後等について被殻検討し
た。
（結果）平群の内訳は、A群31例、　B群10例、　C
群12例、D群21例で、転移巣別頻度は胸椎、腰椎
骨盤、大腿骨の順であった。また原発巣は肺20例
胃12倒、乳房11例、胃5例、肝、前立腺各4例等
であった。手術群は根治群10例、姑息群12W9の訂
22例で、原発単別には肺8例、Vf　7例等であった。
治療直前のPerformahce　Status（日木画治療学会）
は、手術群ではgrade2、非手術群は4例が最多で
後・者の垂症度が高かった。治療効果判定では、A
群は手術群、非手術群ともに約70％に痙痛改善を
認めたが、細細改善は手術群で75％と高かった。
またB～D群の柊痛・ADL改前例は各群とも
手術群の70　・一　100％に認められ、非手術群に消し
優位であった。小命予後についてみると、手術群
は、非手術群に比し良好で、死亡例の術後平均生
存期間は、根治群で19M、姑息群で7Mであった。
また原発巣別にみると、腎が平均22Mと長期生存
例が多いのに対し、肺は7Mと予後不良であった。
（紡語）転移惟骨腫膓の治療成績を検討すると、
生命予後は原発巣に左右される而が大きく、また
颯症度：にもよるが、，冬痛．ADL改誇口的には概
して手術治療が脊川で、症例を遡択すれば根治達
成も可能になりうると考察された。
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